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高精度印刷品質インスペクションシステム 

 グレースケール 又は

ピクセル カラー の

ラインチップカメラ

 カメラ幅最大

 最少欠点検出サイズ：

カメラタイプ、ウェブ速度等に
依存します。

 ジョブレポート機能によ

り、欠点検査結果を

形式で保存又は出力可能

静止画像装置

 

％欠点検査装置

 
 デジタルシステムにより

外的干渉を除外

 最大 倍の光学無段階

ズーム

 デジタル・プログレッシ

ブ・スキャンカメラ搭載

 コンパクトなデザインで

安価なシステム

大阪本社 東京オフィス

 視野範囲 ～

 オプション：

バックストロボ、タッチスクリーン

スーパーズーム、セカンドモニター

 オプション： 比較、カラーモニタリング、

バーコードチェック、リピート長モニタリング
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■日　時　平成27年７月９日（木）午後１時30分　
■場　所　日本印刷会館５階　501会議室
■出席者（22名）
櫻井会長、小谷副会長、小林副会長、林副会長、玉田常任理事、山本常任理事、石井常任理事、西常任理
事、大門常任理事、入野常任理事、溝口常任理事、太田常任理事、和田常任理事、福田常任理事、佐々木
常任理事、福武理事、坊野理事、朝日理事、岡田理事、渡辺理事、千葉監事、山口（専務理事事務局）

「櫻井会長挨拶骨子」
　今日は理事会に参加いただきありがとうございま
す。私が最近感じているのは、安倍政権になってい
ろいろな変革が起きているのは間違いないんだけれ
ども、世界標準というか、そういう動きが彼の要求
していることなのかなというように感じているんで
すよ。というのは、会計基準などを見ても、アイフ
ァース（IFRS）とか、コーポレートガバナンスコード
とか、いろいろな説明責任をきちんと果たすとかい
う課題は、大体欧米が発信元です。それをやるだけ
でものすごいエネルギーが必要で、いろいろとそう
いう要求に応えていくと、様々な検討をしなければ
いけないことが非常に多くなってきていると感じて
います。日本の産業の活力とは何だったのかという
と、中小の企業がすごいプライドを持って仕事をや
っていた。そういう雰囲気はきちんと維持しなけれ
ばいけないだろうな、と私は思っているんです。我々
は、いろいろな問題に対して、もっともっと革新的
にいろいろな物事を捉え、トライして突っ込んでい
きましょうよ。そうじゃないと、標準化の波に飲み
込まれてしまって、いつの間にか書類ばかり書いて
いることになりかねない。そのなような思いがあっ
て、今、非常に苦慮している最中です。
　７月初旬には産業用インクジェットに関するセミ
ナーがあり、インクジェットがこれからは爆発する

というような話があって、200名入る会場がいっぱ
いになったということはいいのですが、会員はどの
くらいそこに参加したかというと、あまり参加して
いなくて、圧倒的に他の業界の人のほうが多いとい
うのは、私自身は非常に残念だなと思っております。
というのはデジタル印刷というのはフォーム工連の
手の内にある一つの武器ですよね。その勉強会に他
のところがいっぱい来ていて、会員が少ないという
のはちょっと寂しいなと思っています。あらゆるも
のは、コミュニケーションの手段がデジタル化にな
っている。そういう中にあって、ますますデジタル
化が進んできた。そうすると今度はコンテンツの勝
負になってくる。しかし、印刷の価値はほとんど変
わらないので、単価の競争になってくるわけです。
コンテンツで頑張れるところは頑張るけれども、頑
張れないところは印刷価格で頑張ってしまう。そん
なことをやっていると、どんどん自分たちが自分た
ちの首を締めるようなことになる可能性があるので、
非常に怖い話だなと思っているんです。工連の会員
企業のノウハウを軽く見ている会社が多いのかどう
か知らないんですが、他のところが簡単にできると
思ったら大間違いだとは思うのですが、フォーム工
連の各社が取り組んでいる分野に、大勢の企業が出
てくるというのが現状、現実だろうなと思います。
それを何とか頑張っていかなければいけない。
　先ほどの新しいいろいろな動き、潮流に対して対
応していかなければいけないというのはわかるので
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すが、印刷業界、日印産連自体も今、新しいグラン
ドデザインをつくって、それを発信していこうとプ
ロジェクトを組んでいるわけです。各会員にご無理
を言って、各社から人を出していただいて、委員会
やワーキンググループを開いたりして進めておりま
す。果たしてグランドデザインなんてできるのかな、
というふうに思いつつも、やらざるを得ないと思う。
今日の話もいろいろ大変な話が多いのですが、仲良
く一生懸命やって行きましょう。

❖業務委員会
・６月度会計報告
・平成27年度夏季講演会について
・日印産連派遣委員・部員・WG担当について
・“IGAS 2015”出展ブースについて

❖国際委員会
・米国印刷事情レポートについて　

❖環境委員会
・環境委員会開催報告 
・「フロン排出抑制法」施行について 

❖技術委員会
・技術委員会開催報告
・ 国際委員との共催セミナー産業用インクジェッ

トは「もはや波ではない、爆発だ！」
❖資材委員会

・7月度用紙事情について

　事務局山口より、資料に基づき以下の報告があっ
た。

（１）グローバルコンパクトについて
（２）印刷用語集Web版リンクについて

関東フォーム印刷工業会報告（林会長）
　来月の８月20日に、先ほどご説明がありましたよ
うに、夏季講演会のあとに毎年開催している夏季懇
親会を、関東フォームが主催して開催いたします。
今回は、どういうわけか、メーカーや代理店さんか
ら早々とお断りのＦＡＸが入っているようですが、
参加をちょっと促して、例年どおり、にぎやかにや
っていきたいなと思っています。理事会や委員会に
参加していただいている会員の皆さまは、それぞれ
活発にいろいろと活動していただいているのですが、
他の会員企業さんは、表舞台に立っていろいろな活

動をするというのはなかなかできていない。せっか
く関東フォームとして会員になっている方々が約50
社いらっしゃいますので、最低でも５割以上とか６
割くらいの会員の皆さんに、いろいろな形でフォー
ム工連の事業に参加していただけるような体制に持
っていきたい。そういう意味でも、いろいろと活動
をやっていきたいと思っています。今年の秋には
“IGAS”のほうに、フォーム工連の50周年事業として、
関東フォームの各社に出展していただきます。また、
“IGAS”出展の幹事役として事務局をサポートさせて
いただきますので、出展についてのご協力のほどを
よろしくお願いいたします。
北海道フォーム印刷工業会報告（渡辺副会長）
　西会長が欠席なものですから、私のほうから代理
でご報告申し上げます。北海道の活動内容としては、
８月下旬にゴルフコンペが予定されています。例年、
そんなに人数は多くないのですけれども、楽しくや
っておりますので、良き交流ができればと思います。
　それからもう一点、トピックスといたしましては、
北海道の紙の代理店の大手として、大丸藤井と日東
という２社があるのですが、２月に経営統合が発表
され、その後進んでいなかったのですが、６月から
経営統合がスタートし始めたようです。紙の購買先
が１社減るということで、会員各社は、ちょっと身
構えているという状況です。
東北フォーム印刷工業会報告（大門会長）
　東北では、このあと８月29日に仙台で納涼例会
を予定しております。先週仙台で全印工連関連の

「SOPTECとうほく2015」というイベントで、全印工
連の臼田副会長のセミナーがありました。全印工連
の会員であっても、フォーム印刷に取り組んでいる
会社はカスタマイズされている。そういった土壌か
ら今、全国でもいろいろなことに取り組んでいると
いう話をされておりました。
中部フォーム印刷工業会報告（入野会長）
　第１回理事会とゴルフコンペを開催いたしました。
理事会の議案としては少し先になりますが、毎年11
月に実施しております研修会の講師の選定について
検討しました。また、中部からも功労賞と振興賞に
ついて推薦しようという話もあったのですが、該当
者なしということになりました。
関西フォーム印刷工業会報告（溝口会長）
　６月25日に大阪支部で、例会およびプチ勉強会を
開催しました。このところ毎回インクジェットの各
メーカーさんに来ていただき、お話をいただいてお
ります。今回はリコー様に来ていただき、今後のビ

委員会報告1

各フォーム印刷工業会からの報告3

日本印刷産業連合会等関連報告2
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９月の印刷の日に、私を功労賞ということで決めて
いただいたわけですが、私自身としては、功労賞と
いうのは、功労された方がお受けになるということ
で、功労もそれほどしていないし、まだまだこれか
ら頑張ろう、頑張らなければいけないと思っており
ますので、固く固辞したんです。そうしましたら、
大変強行に櫻井会長ほか副会長の方々から、受ける
かやめるかどっちかにしろと言われまして！　そこ
まで言っていただいて、大変光栄なことだとも思っ
ておりますし、名誉なことでありますので、これか
らも皆さんとご一緒に業界発展のために、これを糧
に頑張っていきたいと思っておりますので、よろし
くお願いいたします。
　次回は９月16日ということで、印刷文化典の日に
なるわけですが、暑い夏を乗り越えて、少しは涼し
くなった９月に、また皆さん方とお目にかかること
を楽しみにしております。よろしくお願いします。

　　次　回　平成27年度第５回理事会
　　開催日　平成27年９月16日（水）
　　時　間　午後１時30分より
　　場　所　 ホテルニューオータニ東京 ザ・メイン

16階「ラピスⅡ」
を確認して閉会となった。

ジネス展開についてお聞きいたしました。次のプチ
勉強会は８月27日に開催を予定し、同じくインクジ
ェットということで、メディアテクノロジージャパ
ン様にご講演していただくようになっているようで
す。それから７月６日に、大阪支部を中心として特
別会員様もお呼びして、約65名が参加して、大阪駅
の近くのグランフロンオオサカでビアパーティーを
開催いたしました。
中四国フォーム印刷工業会報告（太田会長）
　６月、７月は特に行事はないのですが、中四国フ
ォーム印刷工業会の中核企業であります産興さんが、
７月１日から社名をアドプレックスに変えられて活
動されています。なお、同社は水性フレキソ印刷の
専用工場を建設中で、来年４月から食品パッケージ
等の印刷・加工事業を行う予定です。

最後に小谷副会長より閉会挨拶があった。
「小谷副会長挨拶骨子」
　本日は、梅雨のうっとうしい中、お集まりいただ
きましてありがとうございます。最初に櫻井会長か
らありましたように、世の中が混沌としてはいるの
ですが、印刷業界を良くしていこうということです
ので、よろしくお願いいたします。
　また、専務理事のほうから発表がありましたが、

■日　時　平成27年９月16日（水）午後２時30分　
■場　所　ホテルニューオータニ「ラピスⅡ」
■出席者（27名）
櫻井会長、小谷副会長、小林副会長、玉田常任理事、山本常任理事、 松川常任理事、石井常任理事、西常任
理事、大門常任理事、入野常任理事、溝口常任理事、太田常任理事、和田常任理事、福田常任理事、佐々木
常任理事、福武理事、朝日理事、岡田理事、渡辺理事、西村理事、瀧本理事、西川監事、千葉監事、岡田会
員、佐久間会員、鈴木会員、山口（専務理事事務局）

議　題 ❶委員会報告
 ❷日本印刷産業連合会等関連報告
 ❸各フォーム印刷工業会からの報告
議　事 冒頭、櫻井会長の開会挨拶があり議事に入っ
た。

【櫻井会長挨拶骨子】
　これから第５回の理事会を開催したいと思います。
　今、専務理事から印刷文化典と懇親会が開催され
るとの案内がありましたが、毎回懇親会で私は最後
までいなければいけないので、寂しい思いをするの
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　100年問題というのがあります。昭和100年とい
うと、2025年が昭和100年なんです。75歳以上の人
が2014年比12.5％だったのが、2025年の昭和100
年には75歳以上が18％になります。65歳以上は
25.9％が30％。そうすると日本の人口は、65歳以上
が大体48％を占める。こういう経験は日本はないの
です。我々の出番はそこなんですよ。これがヒント
ですから。
　なぞなぞごっこしているわけではないのですが、
ここにフォーム印刷工業会のビジネスが生まれてく
る。一人ひとり、目が悪い人とか、いろいろな事情
があるわけです。そういう人に手を変え品を変え、
やろうと思えば我々一通一通文字の級数（文字の大
きさ）を変えることも可能ですよね。ですから、デ
ータがあって、読み手のことを意識して印刷物をつ
くるといったら、世界は泣いて喜びますよ。そのた
めに級数を違えますとか、絵柄のサイズも違えます
とかね。
　そんなようなことを考えていまして、昭和100年
問題というのは、ものすごい大きな問題になるだろ
うなと思います。ぜひともそれを乗り越えていく、
それが我々フォーム印刷工業会の使命であると思っ
て頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願
いします。
　簡単ですが、以上でご挨拶とします。どうもあり
がとうございました。

小谷達雄氏（（株）イセトー代表取締役会長）
からの受賞お礼

　大変栄誉ある賞を皆様のお陰でいただくことにな
りました。また10名の功労賞受賞者を代表して、賞
状をいただくことになりました。いつも櫻井会長が
おっしゃっておられますが、フォーム工連あっての
日印産連と思うようしたいと思います。ただ、私は
人の前に立つとか、話すとかいうことが大変苦手で、
前に出て上がらないようにしたいと思います。
　本当に今日はありがとうございます。

佐久間信幸氏（（株）日進堂印刷所代表取締役社長）
からの受賞お礼

　この度は皆様のご推薦を賜りまして、印刷振興賞
をいただくことになりました。ありがとうございま
す。受賞者として恥じないように、これからも精進
を続けていくつもりですし、皆様には今後ともご指
導いただきますよに、お願い申し上げます。
　どうもありがとうございました。

は嫌ですので、最後のパーティまで皆さん残ってく
ださい。やっぱりフォーム工連あっての日印産連で
すから、パーティーテーブルのど真ん中を占拠する
というのが恒例ですので、よろしくお願いします。
　それとあと、印刷文化典の式典の中で表彰される
方をご紹介したいと思います。
　まず、印刷功労賞にフォーム工連副会長の小谷達
雄様、そして印刷振興賞には東北フォーム印刷工業
会の元会長を務めていただいた佐久間信幸様、中四
国フォーム印刷工業会の太田真義様、DPS関連の契
約のひな形をまとめていただいた鈴木茂樹様が受賞
されます。
　まとめて、おめでとうございます。（拍手）
　また、印刷産業環境優良工場表彰では東海トッパ
ン・フォームズが日印産連会長賞、今年から始まっ
た小規模事業所振興部門では、木万屋商会様が日印
産連会長賞を受賞されます。
　同じく、おめでとうございます。（拍手）
　先日、“IGAS”の開会式にいってまいりました。非
常に好評で、初日、入場に約30分待ちくらいの行列
をつくって続々ご見学にいらっしゃいました。
　海外ＩＲではフォーム印刷企業のできることを説
明しますと、非常に評価が高いんです。ぜひとも、
その気持ちというか、そういうような機械を我々は
扱っているのです。どういう意味かといいますと、
非常にパーソナルなメディアで、一通一通違うもの
をつくっていくという技術。その管理手法をそれぞ
れの会社が、いろいろ工夫なさって確立していると
思うのです。それは日印産連の中でも特殊な技術で、
我々が非常に誇るべき技術であると思っています。
そういう評価が海外でもありますので、ぜひとも新
しい機械を見るということも必要ですし、新しい開
発をするということも必要ですし、そういう自分たち
の強みを生かすもので、次のステップに我々はいき
たいなと思っていますので、よろしくお願いします。
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・Excel Power Pivot 活用の実践講座について
・施設見学会ツアーについて
・ 地域工場・中小企業等の省エネルギー設備導入

補助対象カテゴリーの件
❖市場調査委員会

・市場調査委員会開催報告
・市場動向セミナー企画について

❖資材委員会
・９月度用紙事情について

　事務局山口より、資料に基づき以下の報告があった。
（１）平成27年度税制改正要望について
（２） 夏季講演会・関東フォーム夏季懇親会掲載記

事
（３） 産業用インクジェットは「もはや潮流ではな

い。爆発だ！」掲載記事４

北海道フォーム印刷工業会報告（西会長）
　先月の活動としては、８月３日、通常理事会を９
社から９名が参加して行いました。８月25日には、
これも毎年恒例なのですが、北海道フォーム印刷工
業会のゴルフコンペに、14社から16名が参加されて
開催しました。活動に関しては以上です。
東北フォーム印刷工業会報告（大門会長）
　８月29日（土）毎年恒例の納涼例会を仙台で、Ｊ１
のベガルタ仙台のスタジアムのVIPルームを借りま
して開催いたしました。非常に良い懇親ができたの
ではないかと思います。前会長の佐久間社長は式典
準備のためにご退席されましたが、佐久間社長のご
尊父様の葬儀には、各地区の会長様や、日本フォー
ム工連の会長様からも生花や弔電をいただきました。
私からも御礼を申し上げたいと思います。ありがと
うございました。
中部フォーム印刷工業会報告（入野会長）
　８月は休会となっておりまして活動しておりませ
ん。明日、中部の懇親会を兼ねた理事会を開催する
予定になっています。
関西フォーム印刷工業会報告（溝口会長）
　“IGAS 2015”へは、関西からも３社が参加させて
いただきましたが、特に、この場をお借りしまして、
関東フォーム工様の理事の会社様、あるいは委員の
会社様から全力でいろいろご支援、ご協力いただき
まして、まずは感謝させていただきたいと思います。
どうもありがとうございました。

太田真義氏（セイコービジネス㈱専務取締役）
からの受賞お礼

　日印産連の30周年という節目の時に、この賞をい
ただきまして、本当にありがとうございます。役員
の指導のもとに一昨年は、東中国と西中国との統合、
昨年は中国と四国の統合を行って、継続した活動を
行ってきたことを評価されたと聞いております。今
後とも粘り強さと行動力で活動して行きたいと思っ
ております。
　本当にありがとうございました。

鈴木茂樹氏（トッパン・フォームズ（株）総務本部
CSR推進部　担当部長）からの受賞お礼

　ご紹介いただきましたトッパン・フォームズの鈴
木と申します。私の活動を評価していただいたと思
って、大変光栄に思っております。2003年当時にデ
ータプリントサービスの業務について、契約書のひ
な型を策定しなければならないとの依頼があり、契
約関係に携わらせていただいております。その後、
個人情報保護法の対応とか、JIS規格の制定等があり
ましたので、それに合わせて契約書の改定等を行っ
ております。さらに、契約書に伴う解説書も併せて
作成いたしました。この契約書のひな型は、フォー
ム工連会員だけではなく、上部団体の日印産連にも
提供させていただいております。この活動は私だけ
ではなく、当時会員各社の様々な方のご協力をいた
だいて取り組んでまいりましたので、その方々にも
感謝を申し上げたく思います。
　ありがとうございました。

❖業務委員会
・７月・８月度会計報告 
・日印産連委員会・部会・WG開催について
・平成27年度夏季講演会について
・ケースメソッド研修会開催について
・印刷用語集Web版リンクについて

❖国際委員会
・米国印刷事情レポートについて
・“Drupa 2016” 視察ツアーについて
・PODi 共催セミナー企画について

❖環境委員会
・環境委員会開催報告
・GP工場認定打ち合わせについて 

❖技術委員会
・技術委員会開催報告

委員会報告1

各フォーム印刷工業会からの報告3

日本印刷産業連合会等関連報告2
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　最後に小林副会長より閉会挨拶があった。
「小林副会長挨拶骨子」
　本日はご出席ありがとうございました。
　今日は、本当にお忙しい中をお集まりいただきま
して、本当にありがとうございます。今日は沢山の
人数がお集まりだと思いますが、今から日印産連の

「印刷文化典」ということで、ぜひ全員出席していた
だいて、その後の懇親会には必ず出ていただいて、
会長のほうからもありましたが、いるぞ、という空
気を出せるといいかなと思います。ぜひよろしくお
願いいたします。
　私も“IGAS”に行ってまいりまして、いろいろ見て
きたんですが、正直いって、今一番メジャーになっ
ているのは中国で、中国にどうしてもフォーカスが当
てられているように思いました。しかし、日系のメ
ーカーもいっぱいありますし、皆さんいろいろな新
しい技術を出しているな、ということを感じました。
　それ以上に、先ほどお話にありましたが、“DRUPA”
の準備がずいぶん進んでいて、何となく“IGAS”の位
置付けはなんだろうなという感じが正直しました。
ただ、いろいろな技術がずいぶん進んできたなとい
う印象で、とにかく画素数が増えて非常に良くなっ
てきて、いろいろな字がきれいに出るようになった
な、というのが正直なフィーリングです。そういっ
た新しい技術がどんどん出て行く中で、我々は同じ
ことをずっとやり続けるというわけには、なかなか
いかないので、各社がいろいろな技術をみんなで競
いながら、この業界を盛り上げていけたらいいなと
思っています。
　それから、ここに新聞もございますが、10月から
マイナンバーがスタートしていきます。いろいろここ
まであったと思いますが、様々な取り組みが、これか
ら結構長期的に進むだろうなと思いますので、いろい
ろなところで情報共有ができたらいいなと思います。
　いま和田さんの方からもありましたが、来月の10
月15日は、「持回り理事会」を九州で行いますので、
ぜひ、そこに皆さんに参加していただいて、いろいろ
な情報を共有することができればいいなと思います。
　本日はどうもありがとうございました。

　　次　回　 平成27年度第６回理事会
（持回り理事会）

　　開催日　平成27年10月15日（木）午後４時から
　　会　場　 城山観光ホテル（鹿児島市）４階

ガレリア
を確認して閉会となった。

　関西の報告に移りまして、８月20日には、関西と
して合同納涼懇親会という形を京都で、15名ほど参
加していただきまして、楽しく過ごさせていただき
ました。それから８月27日に大阪支部の例会の中で
は、毎回実施しておりますプチ勉強会を、今回はメ
ディアテクノロジージャパン様に、カラーインクジ
ェットの活用事例ということで、20社から20数名の
方が参加していただいております。
　それから、11月13日に、関西でデジタル印刷セミ
ナーというものを行いたいと考えておりまして、先
ほどからお話が出ています、PODi JAPANの亀井様は
じめ、ベンダー様から３社ほど来ていただいて、「デ
ジタル印刷の印刷業界の成長戦略」という題で、関西
地区でデジタルについての本格的なセミナー（勉強
会）を開かせていただきたいので、「日本フォーム工
連関西版デジタル印刷セミナー」という形で、日本フ
ォーム工連からの支援をいただきたく思います。
　あと、11月のその前後ですが、10日に関西で合同
ゴルフコンペを開かせていただきます。関西からの
ご報告は以上でございます。
九州フォーム印刷工業会報告（和田会長）
　いよいよ来月の10月15日、鹿児島での理事会を迎
えるにあたりまして、今準備をしておりますが、多
少皆さんはちょっと心配なところがあると思います。
桜島のことですが、桜島の活動は、止まってはいま
せんが、いつものように地下の爆発はどんどんして
います。逆にお隣の熊本の阿蘇山がちょっと爆発し
てしまって、そっちのほうが心配になっています。
ただ、地下のマグマというか、日本列島、結構活動
しているんだなということがわかりましたので、鹿
児島の桜島に関してはかなり安全な状態でございま
すので、気になさらないでいただきたいと思ってい
ます。九州の自然を満喫していただければなと思っ
ていますし、おいしいシャンパン、ワイン等もかな
りそろえました。焼酎もいっぱいありますし、時間
はタイトではなくて、逆にルーズにしています。温
泉もしっかり、ゆっくり楽しんでいただいて、おい
しいものを飲んで食べていただいて、元気のある方
は、天文館という繁華街が鹿児島にはありますので、
そこでもお店をいくつかご紹介させていただきたい
と思っています。15、16日には、日頃の疲れを取る
ためにもゆっくりしていただきたいなと思っており
ますので、九州の会員でしっかり「おもてなし」をさ
せていただきたいと思います。お待ちしております
ので、よろしくお願いします。
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（（株）日進堂印刷所代表取締役社長）、太田真義氏（セ
イコービジネス（株）専務取締役）、鈴木茂樹氏（トッ
パン・フォームズ（株）総務本部CSR推進部担当部長）
が印刷振興賞を受賞された。
　特別賞として全日本印刷工業組合連合会、広島県
印刷工業組合福山支部、山口県印刷工業組合青年部
の３団体と、第43回技能五輪国際大会「印刷職種」
日本代表選手の堀洸太氏（（株）トッパンコミュニケ
ーションプロダクツ 札幌工場）に、稲木会長から賞
状と記念品が贈られた。
　第14回印刷産業環境優良工場表彰では、経済産業
大臣賞を（株）笠間製本印刷、経済産業省商務情報政
策局長賞を（株）光邦 新座工場と池田印刷（株）京浜
島工場が受賞され、高橋淳子 経済産業省メディア・
コンテンツ課長補佐から賞状と記念品が贈られた。
さらに、日本印刷産業連合会会長賞５工場、特別賞
２工場、奨励賞11工場（（株）ローヤル企画 真岡工場
が代表受賞）に賞状が贈られ た。
　日本フォーム印刷連合会からは一般部門として日
本印刷産業連合会会長賞をトッパン・フォームズ東
海（株）静岡工場が受賞され、小規模事業所振興部門
でも、（株）木万屋商会 市川工場が日本印刷産業連合
会会長賞を受賞された。

　（一社）日本印刷産業連合会（稲木歳明会長）は９月
16日、東京のホテルニューオータニにおいて、10団
体会員をはじめ、各界からの来賓、関連企業から約
700名が出席され、「設立30周年記念式典 2015年印
刷文化典」を実施した。記念式典の冒頭、主催者を代
表して挨拶した稲木会長は、「社会・経済は大きく変
化し、印刷産業を取り巻く環境も激変した」と、過去
30年を振り返った上で、設立30周年を記念して日印
産連が策定した「グランドデザイン」について話され
た。「従来の活動や組織、予算などを抜本的に見直し、
役割や活動 テーマを再構築することを目的としてい
る」と、その骨子を説明した上で、今年を「グランド
デザイン元年」とし、「数年度にわたる事業計画を着
実に遂行し、『印刷産業を未来にリードする団体』を
目指し活動を展開していく」との方針を示した。
　表彰に移り、日印産連表彰では印刷文化賞を５氏
がそれぞれ表彰された。印刷功労賞14氏を代表し
て日本フォーム印刷工業連合会副会長の小谷達雄氏

（（株）イセトー代表取締役会長）、印刷振興賞22 氏を
代表して渡部俊行氏（松栄印刷（有）代表取締役）と松
本峰包氏（松本製本（株）代表取締役）が受賞された。
日本フォーム印刷工業連合会からは、佐久間信幸氏

Topics

「設立30周年記念式典2015年印刷文化典」を開催
印刷功労賞に小谷 達雄氏　印刷振興賞に佐久間信幸氏、太田真義氏、鈴木茂樹氏

 第14回印刷産業環境優良工場表彰
 日本印刷産業連合会会長賞　［一般部門］トッパン・フォームズ東海株式会社 静岡工場

［小規模事業所振興部門］株式会社木万屋商会 市川工場

印刷功労賞　小谷達雄氏
印刷振興賞　
佐久間信幸氏（右）

　日本印刷産業連合会
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Topics

小谷達雄氏
日本フォーム印刷工業連合会 
副会長

株式会社イセトー 
代表取締役 会長

推薦理由
　平成９年に日本フォーム印刷工業連合会の理事に
就任し、常任理事及び副会長を経て、平成22年に日
本フォーム印刷工業連合会会長に就任。常に団体活
動の先頭に立って業界の振興発展に大きな役割を果
たした。企業においては、平成９年に代表取締役社
長に就任、現在は代表取締役会長の要職にある。ま
た同社は欧州の主要ビジネスフォーム企業が設立さ
れたeFORMAに加盟し、欧州企業との関係も深く、
欧州の印刷事情についての情報提供を通して団体活
動に活かされている。

印刷功労賞を受賞して
　この度は、日本印刷産業連合会より栄誉ある印刷
功労賞をいだき、誠にありがとうございます。ご推

薦くださいました櫻井会長をはじめ、日本フォーム
印刷工業連合会関係者の皆さまには厚く御礼を申し
上げます。
　また、平成８年に日本フォーム印刷工業連合会の
理事を拝命し、今日まで、常任理事、副会長、会長
と役職を務めることができましたことは、ひとえに
皆様のご支援の賜物と深く感謝しております。
　この間、パソコン・携帯電話・スマートフォンの
普及、通信技術の発達により、社会環境が大きく変
化してまいりました。デジタル化は、私たちの業界
を取り巻く市場環境にも大きな影響を与え、顧客ニ
ーズの複雑化、多様化が続いています。また、本年
10月よりマイナンバーが通知されます。平成28年１
月以降には、様々な手続きに個人番号が必要になり、
社会インフラのデジタル化が否応なしに、身近なも
のとなってまいります。我々も業界が担う役割を見
つめなおし、新たな方向性を見出すことが求められ
ています。
　これからも、今回の受賞を励みとして、日本フォ
ーム印刷工業連合会の発展に寄与できるよう微力な
がら努力してまいりたいと思います。今後とも、ご
指導、ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

印刷振興賞　太田真義氏（左）　鈴木茂樹氏（中）

「一般部門」会長賞
トッパン・フォームズ
東海（株）静岡工場

「小規模事業所振興部門」会長賞
（株）木万屋商会 市川工場
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佐久間信幸氏
元日本フォーム印刷工業連合会 
常任理事

元東北フォーム印刷工業会会長

株式会社日進堂印刷所
代表取締役社長

Topics

推薦理由
　日本フォーム印刷工業連合会の理事及び常任理事
を10年間勤められ、平成20年より東北フォーム印刷
工業会会長に就任し、同フォーム印刷工業会の創立
40周年式典事業をはじめ、会の発展に寄与された。
また東日本大震災の被災を受けながら、被災地の支
援活動に積極的に取り組み続けており、その業績は
多大である。

印刷振興賞を受賞して
　この度、日本フォーム印刷工業連合会の推薦を受
け、日本印刷産業連合会から「印刷振興賞」を受賞い
たしました。ご推薦いただきました日本フォーム印
刷工業連合会の理事の皆様をはじめ、日頃よりご協
力いただいております東北フォーム印刷工業会の大
門会長、理事・会員の皆様に心よりの感謝を申し上
げます。
　私は、平成18年に東北フォーム印刷工業会の理事
に、平成22年には会長に就任いたしました。また同
時期に日本フォーム工連の常任理事も務めさせてい
ただきました。このような諸先輩方に学ばせていた
だく機会を与えていただきましたことは、私にとり
ましてとても幸運なことでした。
　またその一方で、会長に就任した翌年の平成23年
3月に「東日本大震災」が発生し、会員企業各社にも
甚大な被害が発生するなど、激動の時期も経験いた
しました。この時期、日本フォーム工連はじめ全国
の工業会様から多くのご支援をいただきましたこと
は、各社が復興への道を歩き始めるための大きな力
となりました。
　また、翌年の平成24年６月には、「東北フォーム印
刷工業会40周年記念式典」を開催いたしました。全
国から多くの皆様にご出席いただき、ここでも皆様
からお祝いと復興へ向けての励ましのお言葉を数多
く頂戴し、とても勇気づけられました。

　その年の10月には福島県の裏磐梯で日本フォーム
工連の持回り理事会が開催され、櫻井会長はじめ全
国の理事・会員の皆様と大いに親交を深めることが
できました。
　平成26年５月に会長を退任するまでの４年間、こ
のようにとても充実した日々を過ごし務め上げるこ
とができましたのは、東北の理事・会員の皆様およ
び日本フォーム工連及び全国の工業会の皆様のお陰
です。改めて感謝申しあげます。
　さて、来年の10月23日には、福島県で、「全日本
印刷文化典ふくしま大会」を開催する運びとなりまし
た。全国から1,000名近い皆様が福島へいらっしゃる
予定です。私も、福島県印刷工業組合理事長として、
皆様をお迎えする準備を進めているところでござい
ます。全国の工業会の皆様にお会いし、これまでの
日々と絆に改めて感謝をお伝えすることをとても楽
しみにしております。
　今後も、東北の一理事として、大変微力ではござ
いますが、会及び日本フォーム工連の発展に努めて
まいる所存です。今後ともご指導ご鞭撻のほど、よ
ろしくお願い申しあげます。

太田真義氏
日本フォーム印刷工業連合会 
常任理事

中四国フォーム印刷工業会 
会長

セイコービジネス株式会社　
専務取締役

推薦理由
　平成25年、東中国地区と西中国地区を統合して、
中国フォーム印刷工業会を発足させ、同会の会長に
就任。更に四国地区を活性化させるために四国地区
とも統合させ、中四国フォーム印刷工業会を設立さ
せた。企業においては工場長として、印刷産業環境
優良工場の受賞に貢献されるとともに、第１回目の
グリーンプリンティング認定工場として認定を受け、
印刷産業界に貢献された。
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Topics
鈴木茂樹氏
日本フォーム印刷工業連合会 
元個人情報保護法研究会
契約書雛形改訂分科会　座長

トッパン・フォームズ株式会社
総務本部CSR推進部　担当部長

推薦理由
　個人情報保護法研究会の契約書雛形改訂分科会に
おいて、契約書雛形改訂の第２版及び第３版を策定
するとともに、改定版解説書を発行してデータプリ
ント業務に関する契約事項の基礎を築いた。さらに、
日本印刷産業連合会の個人情報保護研究会及びワー
キンググループ委員として活躍中です。

印刷振興賞を受賞して
　日本フォーム印刷工業連合会の推薦により印刷振
興賞を賜わり、感激と感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございました。
　私は、2003年に依頼に基づき、フォーム工連加盟
会社用のデータプリント等に関する、業務委託契約
のひな型を策定したときから、フォーム工業連合会
の活動に関わるようになりました。
　その後、個人情報保護法、経産省のガイドライン
に対応すべく、2005年に個人情報保護法研究会契約
書雛型改定分科会の座長として、契約書雛型を改定
いたしました。2008年には、改定第３版とともに、
契約条文解説書を策定させていただきました。
　得意先と契約書を取り交わして業務を進めるとい
う文化が、どちらかというと希薄な業界ということ
もあり、得意先から一方的な内容の契約を押し付け
られたり、この業務に合っていない契約を取り交わ
してしまったりということを防ぎたいという思いが
ありました。
　また、何故このような条文が規定されているかを
理解していただくとともに、契約交渉時に役立つ解
説と修正用条文が必要との思いで、解説書を策定さ
せていただきました。フォーム工連に加盟していて
良かったと会員企業の皆様に思っていただけていれ
ば幸いです。
　なお、現在は、フォーム工連の代表として、日印
産連の情報セキュリティ部会と個人情報保護研究会
ＷＧの委員として参画しております。微力ながら会
員企業の皆様のお役にたてるように頑張っていきた
いと思っております。

印刷振興賞を受賞して
　この度は日印産連の印刷振興賞をいただき、誠に
ありがとうございました。
　ご推薦いただきました櫻井会長をはじめ、日印産
連の皆様　中四国の会員の皆様に厚く御礼を申し上
げます。
　平成24年６月から当時、産興（株）（現在（株）アド
プレックス）の灘会長から、東中国（広島、山口、島
根エリア）フォーム工業会の会長をバトンタッチされ
ました。本来であれば平成22年６月から会長交代で
したが、東中国地域の経済状況の悪化もあり、会長
選考が難航し、２年間代行をされた後ということで、
会の運営が非常に難しい時期だったと思います。
　まずは、会員の皆様に多く出席してもらうこと、
会は楽しい会であること、この２点を重点に置いて
運営していきました。そのために年末の忘年会を兼
ねた会合を増やし、その場で来年のスケジュールを
配布することで、出席率は90％以上となりました。
　次に楽しい会とするために、従来の懇親会でのカ
ラオケ大会の前に、女性講師による講演会を開催し、
懇親会にも参加してもらうことにより、男性社会で
あった会が華やかな会になったと思います。
　特に、支店を出されている赤坂印刷（株）、ＮＴＴ
印刷（株）、（株）イセトー、小林クリエイト（株）、ト
ッパンフォームズ（株）、（株）エヌユーエスの支店長
様には100％出席していただき本当に感謝しており
ます。
　平成25年６月からは西中国（岡山、鳥取エリア）フ
ォーム工業会と合併することになりましたが、特に
西尾総合印刷（株）の田口専務様には、積極的に会に
参加していただきました。
　平成26年６月からは四国（香川、愛媛、徳島、高
知エリア）フォーム工業会と合併することになりまし
たが、（株）エスビーエフ小島社長、（株）中村両栄舎
印刷所 中村会長、サンエイ（株）香川社長には積極的
に協力していただいて現在に至っております。
　今後はアグレッシブな大阪、九州工業会の会長様
と協力して、広域でビジネス交流を盛んにしていき
たいと思っています。
　今回の驚くべきプレゼントに心から感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。
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日本印刷産業連合会　会長賞を受賞して

　この度は印刷産業環境優良工場として、「日本印刷
産業連合会会長賞」という栄えある賞を賜り、工場従
業員一同、改めて身の引き締まる思いをしております。
これを新たなスタートラインとして、更に研鑽を積み、
地球環境に貢献する工場を目指してまいります。
　当工場の創業は1979年10月１日であり、もうすぐ
創立37年となる歴史ある工場です。最新の環境設備
はありませんが、地道な従業員の環境活動が受賞に
つながったことに、大きな意義があったと感じてお
ります。
　当工場の主な製造品種は一般伝票（運輸伝票）、ラ
ベル・タックフォーム（ＥＸフォーム＝擬似1枚運輸
伝票）、ＰＯＳＴＥＸ（圧着ハガキ）、ＯＣＲ･ＯＭＲ
製品です。
　創業以来、宅配業界の成長と共に印刷量が増加し、
現状では生産量の７割が宅配関連フォームとなって
おります。
　当工場には、創業の地である浜松地方の伝統であ
る"やらまいか精神"が生きづいており、もの作りに当
たって創意工夫を発揮し、改善を重ねてまいりまし
た。改善はお客様のために行うのだという職場風土、
改善することでその人も成長する、それが人づくり
なのだという、改善に燃える企業風土を大事にして
おります。
　環境マネジメントシステムＩＳＯ１４００１の
認証は、弊社の名古屋工場で2004年に先行取得し、
2007年には静岡工場を含む弊社４工場統合で取得し
ております。環境方針を基に、環境目的・目標を定
め継続的な改善活動を推進しております。
　改善活動（小集団活動）が活発であり、トッパンフ
ォームズグループのチャレンジ21サークル発表会で
は、過去６年間（12大会）で最優秀賞を７回、優秀賞
を４回受賞しています。効率を改善することは、時
間当りの生産量を上げることによる電力削減（ＣＯ２
排出改善）、損紙の改善等につながり、更にトッパン
フォームズグループへ水平展開され成果を上げてい
ると自負しております。

【環境負荷低減活動】
　環境マネジメントシステムＩＳＯ１４００１規格
要求に基づいた環境マネジメントシステムを確立し、
全職域・全従業員による環境改善活動を継続的に推
進しております。
　環境に関わる法的及びその他の要求事項を遵守す
ると共に、自主基準を定め、地球環境の保全に努め
ております。これらの活動により外部からの指摘・
苦情は発生しておりません。
　得意先からの法令･環境に関する調査等に関しまし
ても、環境活動及びＩＳＯ１４００１の認証で、好
印象を得ております。
　生産活動が地球環境に与える負荷を把握し、技術
的・経済的に可能な範囲で、環境目的・目標を設定
して、継続的に省資源・省エネルギー、廃棄物の削
減、地球環境汚染の予防に努めております。
　循環型社会形成への取り組みとして、「廃棄物排出量
の削減」、地球温暖化防止への取り組みとして「ＣＯ２
排出量の削減」を環境目標として取り組んでおります。
　改善活動による仕組みを含めた製造方法・設備導
入改造による効率改善、目標スピード設定・作業時
間目標設定・目標損紙設定等の目標管理、効率的な
作業手順への統一、製造･スタッフ部門による低損紙
プロジェクト等の活動により、生産効率と重量損紙
率を改善しております。
　不良発生による再製造は、無駄な資源･電力使用、
廃棄物の増加につながります。これを改善する活動
として、「品質事前対策会議」開催、工場長･管理職に
よる現場パトロール、品質管理による「品質注意喚起」
発行及び周知、全従業員の「品質宣言」、品質改善委
員会（社長出席）開催、５Ｓ・品質ロスプロジェクト
開催等で、品質事故を削減しております。
　エネルギー使用量の削減では、デマンドコントロ
ール・ＵＶ出力ダウン施策・各種設備インバータ化
等による節電施策、季節・時間帯による給湯温度調
整によるＡ重油使用量削減施策を行っております。

【社会貢献活動】
　トッパン･フォームズ東海（株）の経営信条「三益一

第 14 回印刷産業環境優良工場表彰会長賞を受賞

日本印刷産業連合会 会長賞
トッパン・フォームズ東海（株）静岡工場
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川地区の海岸保全林の保護）、食堂で「TABLE FOR 
TWO」プログラム対応メニューを設定し売上げの一
部を開発途上国の子供達に寄付、エコキャップ(ペッ
トボトルキャップ回収)運動への協力、掛川市のＡＥ
Ｄマップに登録等を行っております。
　これからも、従業員全員が地球環境の保全が全人
類の重要課題であることを認識し、環境優良工場と
して恥じぬよう、環境保全活動を推進して参ります。

トッパン・フォームズ東海（株）静岡工場

如」（個人益･会社益･社会益）及び、環境理念・環境
方針で、環境改善活動を通じて適切な施策を継続的
に展開し、社会的責任を果たすことを提唱しており
ます。
　具体的活動としては、工場内外の環境美化活動（草
刈り、落葉拾い、側溝清掃等）、近隣高校の要請で、
高校２年生を対象に、職場意識の高揚を目的とした
工場見学受入れ、献血協力、近隣企業との情報交換
会、インターンシップ受入れ、職場体験学習（中学２
年生、特別支援学校生）、植樹ボランティア参加（掛

Topics

現在の千葉県市川市に移転し、まもなく12年目を迎
えます。建物は印刷棟、中央棟、加工棟、そして事
務所棟に分かれておりますが、工場棟の床は平面で
繋がっており、製品を移動しやすく工夫されていま
す。ビジネスフォームに特化した工場で、多色刷の
印刷機とロールコレーターによるロールｔｏロール
の製造がメインです。

日本印刷産業連合会　会長賞を受賞して

　この度、印刷産業環境優良工場表彰の小規模事業
所振興部門で「日本印刷産業連合会会長賞」を受賞し
ましたことは、誠に光栄なことと感謝いたします。
　当社は、社会的責任を果たすべく遵法の精神に則
り、環境に配慮した工場を目指しています。
　当工場は平成15年10月に東京都江東区東陽町から

第 14 回印刷産業環境優良工場表彰

日本印刷産業連合会 会長賞（小規模事業所振興部門）
（株）木万屋商会　市川工場

受賞記念写真

トッパン・フォームズ東海（株）静岡工場
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　現像廃液は廃液濃縮装置で、また、湿し水廃液は
水溶性廃液処理装置で廃液と水に分離することで、
産業廃棄物処理量を削減しています。
　ＶＯＣや臭気対策としましては洗浄瓶の先端にキ
ャップをすることで、また、使用済みウエス、廃イ
ンキは蓋付きの回収容器にいれることで揮発を防止
しています。
　損紙率の削減としましては、主要品目においてオ
ペレーター自らに目標を立てさせ、作業終了後に良
かった点、改善点を話し合うことで次の目標に役立
てています。
　以上、簡単ではありますが、当社の取り組みを紹
介させていただきました。
　ＰＭＳ認定に始まりＧＰ認定、ＩＳＯ認証そして、
この度の受賞も日本フォーム印刷工業連合会からの
絶大なるご支援とご指導の賜物と深く感謝しており
ます。
　これからも、環境優良工場としてその名に恥じな
いよう、環境活動を推進してまいります。

株式会社木万屋商会　市川工場
執行役員　工場長　鈴木　良弘

平成24年６月にグリーンプリンティングの認定を受
け、環境面の改善を続けてきました。施設面での主
な改善点は、工場棟の屋根を断熱塗装し建物全ての
照明をＬＥＤ化することで電力消費量を減らし、ま
た、コンプレッサーをインバーター方式の集中コン
プレッサーに取り替えることで、騒音と電力消費量
を削減できました。
　平成26年５月にＩＳＯ９００１の認証を受ける際
に製造プロセスを見直し、紙面検査装置も増設し品
質の向上に役立てています。
　人的活動としましては、毎朝、朝礼前に全員が４
グループに分かれ、各々も週替りで担当場所を代り
10分間清掃を実施しております。また、６Ｓ（整理・
整頓・清掃・清潔・躾・作法）委員会による毎月のパ
トロールを実施し、６Ｓチェックシート項目も定期
的に見直すなどの活動で綺麗な工場の維持に努めて
います。
　デマンド監視装置を設置して、ピークカットを実
施し契約電力の削減を図っています。これは夏季、
冬季の電力使用量が設定値に近づいた場合、エアコ
ンの使用台数を減らすなどして対応しています。

Topics

　業務委員会主催の夏季講演会を８月20日、ホテル
椿山荘東京で開催した。講師は元愛知学泉大学教授
で、一般社団法人PL（製造物責任）研究学会名誉顧問
の梁瀬和男氏を招いて開催した。テーマは、「企業と
消費者の協調・対話による新PL時代へ」。梁瀬氏は、

1995年11月に実施した米国PL事情研修ツアー（松
下、三菱、日立など家電メーカー担当者ら17名が参
加）に触れて、「ツアー中の講演で、現地の弁護士が
『PLとは、あなたの会社を守る戦争、あなたの資産を
守る戦争である。PLとは企業と消費者の戦争だ』と

平成 27年度夏季講演会「企業と消費者の協調・
対話による新PL時代へ」を開催

　業務委員会主催

株式会社木万屋商会　市川工場
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合プロジェクトが立ち上がり、本当に消費者に分か
りやすいリコール社告の表現方法を作成したところ、
それが一年も経たないうちにJIS規格に制定された」
と、消費者側が批判型から提案・実行型に移行した
好事例を紹介した。しかし、「この事例にも問題点は
ある」とも言う。「せっかく主婦連と経済産業省で素
晴らしいリコール社告案が作成され、JIS規格にまで
なったにもかかわらず、家電業界以外ではほとんど
守られていないのが現状だ。JIS規格を事業者サイド
に周知徹底させるためには、各種の業界団体へ順守
を働きかける必要がある」と述べた。
　また、PL法と2009年９月に誕生した消費者庁につ
いては、「消費者庁は従来の消費者保護を中心とした
PL活動をする役所ではない」と断言。「消費者庁も自
ら勉強し、賢い消費者にならなげればいけない。そ
れを支援するのがPL法だ。企業も消費者も、悪いこ
とは悪いと認めるべきで、どちらも甘やかしてはい
けない。両者とも襟を正して主張すべきことは主張
し、譲るべきことは譲って、両者が合意できる解決
案を求める姿勢が必要ではないか」と提言した。
　近年、多くの企業が取り組んでいるコンプライア
ンスについては、「コンプライアンスとは法令や企業
倫理などを順守し、社会の要請に応えることである」
と定義づけた。また、現在マスコミを騒がせている
東芝の企業不祥事についても触れ、「企業不祥事根絶
の決め手は、ISOの取得と内部監査役の育成だ。内部
監査役は現場の従業員から選出することが望ましい」
と強調した。

いう発言を聞いて非常に驚いた。また、別の弁護士は、
『アメリカのPLはあまりにも無茶苦茶だ。日本の皆さ
んがアメリカのPLの歴史から多くを学び取り、アメ
リカの二の舞いを演じないことを願っている』とも言
っていた」と述べた。
　こうした米国での体験を受けて梁瀬氏は、「PLは
企業と消費者が対立するものではなく、『双方の幸
せ』を創りだすものであるというのが私の持論だ」と
強調。「そのためには、企業は常に消費者の視点に立
ち、消費者は企業を批判するのではなく、企業に提
案・実行することが重要だ」と指摘。その一例として、
主婦連と経済産業省の取り組みを挙げ、「これまでメ
ーカー等のリコール社告は、新聞の社会面の一番下
に小さな文字でごちゃごちゃ書かれていて、一体何
が書かれているのか非常に分かりにくかった。これ
に対して主婦連は、企業を批判するのではなく、自
分達が考える理想的なリコール社告の案を作って経
済産業省に提案。こうして主婦連と経済産業省の連
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備を入れないと、他社に仕事を奪われる」と、印刷
のインクジェット化は急務であると同社の責任者は
述べている。また、米国のミネアポリス近郊にある
IWCO Direct社は、北米ナンバーワンのダイレクトメ
ール取扱い企業で、10年前には10％程度のデジタル
印刷比率であったが、現在はデジタル印刷が50%ま
でに引き上げており、費用対効果などを顧客に提案
し、売り上げを伸ばしている。
　ドイツ・ミュンヘンのBOSCH Druck社は、100年
以上の歴史のある老舗印刷会社であるが、自動車の
マニュアルの発行を、インクジェットによる印刷に
切り替え、欧州で必要な多言語化の小ロット印刷で
効果を発揮している。また、通販カタログを印刷し
ているDPG社は、コピーショップとしてスタートし
た会社。平均部数が84部という少量に対応しており、
FacebookやInstagramからアルバムを作成するシス
テムを、インクジェット印刷機を中心として構築し
ている。
　最後に講師の松藤氏は、「インクジェットの勢いが
欧米では『爆発』のタイトルにふさわしいものとなっ
ているのに対し、アジア、特に日本ではまだ受け入
られていない。われわれもさらに努力が必要」と現状
と今後について話された。

コダック合同会社
講師： エンタープライズインクジェットシステム事業部

EIS営業本部 担当課長 山田 明伸 氏

　今、印刷業界は出版や新聞、コマーシャルといっ
た分野は苦しんでいるが、デジタル印刷機はそれを
解決する方法と前置きし、欧米でのインクジェット
印刷機の導入事例を紹介した。

　国際委員会・技術委員会は、海外におけるデジタ
ル印刷の先端導入事例を紹介するセミナー「産業用イ
ンクジェットは『もはや潮流ではない。爆発だ！』」を、
７月２日午後１時から日本印刷会館大会議室で開催
した。講師はインクジェット印刷機を海外販売して
いる5社（キヤノンプロダクションプリンティングシ
ステムズ（株）、コダック合同会社、（株）日本HP、富
士ゼロックス（株）、（株）リコー）に登壇いただき、イ
ンクジェット印刷機を取り巻く環境や導入事例、技
術などを報告していただいた。
　当初160名の予定でセミナー募集を開始したが、
250名を超える方から参加希望があり、１社からの
参加人数を制限させていただくとともに、開催会場
の予備椅子を全て出す程の大盛況でした。
　

キヤノンプロダクションプリンティングシステムズ（株）
講師：プロダクション企画部 部長 松藤 勝弘 氏

　キヤノンプロダクションプリンティングシステム
ズ社は昨年４月に昭和情報機器と日本オセ、キヤノ
ンプリントスクエアの３社が統合して設立された。
オセは2013年に日本市場向けに高速連続紙用プリン
ター「ColorStream3000Zシリーズ」の発売を開始し
ている。
　世界におけるロール連続紙タイプのインクジェッ
ト印刷機の占有率は、自社が41%であり特に海外で
は圧倒的シェアを誇っている。しかし、日本を含め
たアジア地区はわずか9％であるので、「アジアでは
まだまだ訴求が必要」と述べた。
　欧米の印刷会社での導入事例では、２年間で全て
の印刷に対してインクジェット化を果たした米国の
ACCES DIRECT社は、「新しいインクジェット印刷設
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まれている。導入事例としてイタリアのCSQ社では、
全てデジタル印刷機による可変印刷で、地域限定紙
面作りで活用していることを紹介した。この「ハイ
パーローカライゼーション」と呼ばれる取り組みによ
り、広告収入が325%増加した。「結局、新聞の読者は、
自分に関連性が深いことに多くの興味を割いて、身
近な情報を中心に見ている。今後ますます、デジタ
ル印刷の活躍する場は拡大していく。また、インク
ジェットの爆発は既に始まっている」と結論付けた。
　また、同社では今年９月の“IGAS2015”に合わせ
て、同社のデジタル印刷機ユーザーのコミュニティ

「DSCOOP」を日本で開催すると報告があった。

富士ゼロックス（株）
講師： 研究技術開発本部 マーキング技術研究所　

研究主幹　森田 直己 氏

　富士ゼロックスのインクジェット技術開発と商品
化の変遷を示し、インクジェットの液滴は90年代前
半の約100pl（ピコリットル）から現在は2plまで細か
くなった。また、使用量も爆発的に増えた。技術的
な進歩は主に「スジ消し」「小滴」「フォトインク」「マ
ルチパス」を進めること。一方、市場としては「安く」

「早く」「画質はそれなりに」という方向で歩んでおり、
技術の進歩と市場は少し異なる道を進んでいる。さ
らに、高速インクジェット印刷の技術を支えている
のは、純粋なインクジェットの技術ではなく、高速
データ処理やソフトの充実等のIT技術であると指摘
した。
　現在、市場では先行する電子写真方式のトナー
機と、インクジェット機の割合が均衡しているが、
2016年には逆転する。全世界のプリントボリューム

（印刷枚数）は約50兆ページで、オフセット印刷とデ
ジタル印刷の比率は98対２が現状である。しかし、
デジタル印刷での売上としてパッケージ印刷を見る
と、すでに35％の収入がデジタル印刷で得ている。
さらに、毎年オフセット印刷の減少率が10.2％、デ
ジタル印刷の成長率が68％と見込めば、10年後には

Mercury社では、コダック「Prosper 5000Xli」を導入
し、1,500冊以下ではオフセット印刷から、100冊以
上では電子写真方式のデジタル印刷機から、インク
ジェット印刷機での印刷に切り替えている。印刷の
ランニングコストは電子写真方式の４分の１に、生
産性は30倍に改善される。欧米ではインクジェット
印刷機によるバリアブル印刷が一般的になっており、
これを使ったワン・ツー・ワンマーケティングが当
たり前だ。これまではオフセット印刷に可変情報を、
モノクロのインクジェット機での追い刷りが中心だ
ったが、白紙化・フルカラー化する工場現場が増加
している。
　インクジェット印刷機による製品化事例として、
ドイツのaxel apringer社での大衆紙「Bild」の例を紹
介した。インクジェット機によるバリアブル印刷で
新聞紙面に“ビンゴ”や“宝くじ”を掲載することによ
り、１回の新聞発行で1,000万円売り上げを上乗せで
きる。また、隣接する広告の閲覧率を高めることが
できるとの検証結果も報告した。
　この取り組みは日本の新聞でも行われており、広
告接触率が数倍から数十倍になるとの結果が出てい
る。可変印刷によるプレゼント企画は、印刷媒体に
おいて今後有効な広告手法となると説明した。

（株）日本HP（旧日本ヒューレット・パッカード（株））
講師： デジタルプレス事業本部 戦略プロジェクト室 

マネージャー 田口 兼多 氏

　HPインクジェット印刷機「Inkjet Web Press」シ
リーズは、高速・大量用途向きであり、このインク
ジェット印刷機で生産される印刷物は年間100億頁

（A4サイズ換算）で、この数は毎年増加している。
　海外の事例では増える需要に合わせて短期間に複
数台のインクジェット印刷機を導入するケースが増
えている。書籍であれば、中身をインクジェット機
で印刷し、表紙は同社の液体トナー方式のデジタル
印刷機「HP Indigo」で印刷して、それらを製本する
という、HPの提供する設備を結合したシステムも生
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紙インクジェットプリンティングシステムとして、
全世界に向けて６月に発売を開始したRICOH Rro 
VC60000の導入事例を紹介した。
　オランダの印刷会社Zalsman社は1857年に設立し
たファミリー会社で、売上は年間30億円の規模の会
社です。同社はオフセット印刷機を７台、電子写真
方式のカット紙デジタル印刷機を４台導入している
が、2010年に初めて連続紙用デジタル印刷機を導
入した。そして５年後の今日では、オフセット印刷
とデジタル印刷の売上比率は８対２になって、デジ
タル印刷の売上は順調に増加した。そして、同社は
VC60000の第１号機を導入しデジタル印刷の生産量
と効率化を構築したいと考えている。
　次に紹介したのはフィンランドのヘルシンキに本
社を構えるHansaPrint社。同社は北欧ではリーディ
ングカンパニーで、従業員数は約350名、年間の売
上は約100億円の印刷企業です。同社は大きくオフ
セット印刷とデジタル印刷の分野に分け、デジタル
印刷設備としては、トナータイプのシートカット印
刷設備、連続紙用インクジェット印刷機を導入して
いる。同社は印刷を中心とした総合企業を目指して
おり、パーソナルコード付きDMの発送や、パーソナ
ライズ雑誌の作成や発送、フィンランドで有名な宝
石店のDMデザインや店頭販促物の提供等、プロモー
ションやマーケィング分野も手掛けている。
　今回、RICOH Rro VC60000の導入を機に、DMに
加えてブックオンデマンドやカタログ類を拡大して
いく予定である。

デジタル印刷がオフセット印刷を追い越すことにな
るとのレポートもある。
　オーストラリアのユーザーでは、オフセット印刷
とモノクロプリントやトナー機のカラープリントと
の組み合わせで製品を製造しているが、これをイン
クジェット印刷機に切り替え、中小ロットの出版物
への対応を考えている。タイのユーザーはモノクロ
トナー機からの脱却と、デジタルカラーの仕事を取
得するため。マレーシアのユーザーでは小ロットの
出版について、製本工程の改善、コンテンツの充実、
マーケィングへの活用として、インクジェット印刷
機を導入している。
　このようにデジタル印刷は大波で、印刷業界をす
べて変えてしまうほどのインパクトを持っている。

（株）リコー
講師：プロダクションプリンティング事業部 
マーケィングセンター商品戦略室 伊藤 雅彦 氏

　今年２月に開催されたHunkeler社の展示会で初出
展し、「高画質」で「印刷用紙に刷れる」高速連続用
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3,000枚／時（片面時）と、高い生産性をアピールして
いる。キヤノンマーケティングジャパン（株）は、カ
ット紙デジタル機の「imagePRESS C10000VP」を展
示。（株）ミヤコシは、トランザクションやダイレク
トメール、カタログ、マニュアル、少量の書籍・出
版など向けのインクジェット機で、解像度は1,200×
1,200dpiと高精細で、印刷速度も毎分160ｍの能力
を持つデジタル機の「MJP20MX」を展示した。
　日本フォーム印刷工業連合会のブースは東館６ホ
ール９に出展し、全国の会員企業を代表して11社（ト
ッパン・フォームズ（株）、（株）イセトー、小林クリ
エイト（株）、光ビジネスフォーム（株）、（株）恵和ビ
ジネス、レスター工業（株）、（株）やまとカ－ボン社、
野崎工業（株）、太平洋印刷（株）、三郷コンピュータ
印刷（株）、（株）プロゴワス）及び１地区（東北フォー
ム印刷工業会）からご協力をいただき、特徴ある製品
の紹介や、今各社が取り組まれているビジネスにつ
いて紹介をいただきました。
　また、事務局からは、印刷情報産業として独自な
進展を遂げたビジネスフォーム印刷の「あゆみ」につ
いて、パネル展示も行いました。

　９月11日～ 16日までの６日間、東京ビッグサイ
トで開催されたIGAS2015には、323社が出展され、
57,000人弱の方々が来場されました。
　統一テーマは、「Print +innovation　プリントテク
ノロジーのさらなる挑戦！」とし、最新のデジタル印
刷機が数多く出展された。
　（株）日本HPは、会場内で最大級の展示スペースで、

「HP Indigo 10000（シート機）」「HP Indigo 20000
（ロール機）」「HP Indigo 30000（シート機）」など、
日本初出展となるデジタル機を展示。富士フイルム
グローバルグラフィックシステムズ（株）は、ミヤコ
シ製の軟包装用UVインクジェット機の「MJP20W]を
展示。富士ゼロックス（株）はCNYKのほかに、５番
目の色が選択できる「Xerox iGen 5 150 Press」を参
考出品。（株）SCREENグラフィックアンドプレシジ
ョンソリューションズは、ラベル用UVインクジェッ
ト機の「Truepress Jet L350UV」や、フラットベッド
タイプの大判UVインクジェット機の「Truepress Jet 
W3200UV」を展示。コニカミノルタ（株）は、来年春
に発売となるUVインクジェット機の「KM-1」を展示。
同機は最大用紙サイズ585×750mm、印刷能力は
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　東北フォーム印刷工業会（大門一平会長）では、８
月29日（土）に仙台スタジアムにて役員会を開催し、
今後の日程並びにセミナー開催や、先進地視察の実
施について、ご協議いただきました。終了後には昨
年に引き続き納涼例会とし、会員・特別会員にて情
報交換や交流を深めながら、J １ベガルタ仙台と新潟
戦を観戦いたしました。試合はベガルタ仙台がレッ
ドカードにて１人少ない中、健闘をしたものの終了
間際にゴールを許してしまいましたが、白熱したトッ
プリーグの試合に感動した例会となりました。来年
は秋田の竿燈祭りに併せて、秋田市にて８月４日役
員会・納涼例会を開催する予定です。

　また、９月11日から開催されました“IGAS 2015”
においては、日本フォーム印刷工業連合会のブース
にて、東北フォーム印刷工業会としてパネル展示と
会員企業の会社案内を置かせていただき、東日本大
震災の復興が終わっていないことと、会員企業が地
域と連携しながら事業と復興に取り組んでいること
をアピールさせていただきました。

役員会・納涼例会を開催

東北フォーム印刷工業会

工業会だより

　北海道フォーム印刷工業会（西智樹会長）は、８月
３日（月）午前11時30分より、札幌プリンスホテルに
て９社10名で、理事会を開催いたしました。
　終了後には、情報交換しながら昼食会を行い、印
刷に関わる原材料の高騰について各社の現状や価格
転嫁の話でいろいろな意見があり、最終的に加盟業
者は共通認識を持ち、営業活動を行う事を再確認し
終了いたしました。
　８月25日（火）には、恒例の親睦ゴルフコンペをツ
キサップゴルフクラブで行い、14社17名の参加で開
催し、無事に終了いたしました。

理事会、親睦ゴルフコンペを開催

北海道フォーム印刷工業会

親睦ゴルフコンペ

納涼例会　J１ベガルタ仙台と新潟戦を観戦

役員会　仙台スタジアムにて
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　夏季講演会に引き続いて、８月20日午後６時から、
ホテル椿山荘東京において、関東フォーム印刷工業
会主催の夏季懇親会に約200名が参加され開催され
た。開会挨拶で関東フォーム印刷工業会の林陽一会
長は、「昨日の発表で７月までに外国人が1,100万人
来日している。経済効果は該当する業界に多大な貢
献をしている」と述べた。業界は秋口から来年に向け
ての法改正、税制改正など新たな動きの中で、各社
はセキュリティーの面、設備投資の面で様々実施さ
れることを挙げ、「今までの価格競争でなく、価値を
提供する競争に市場を変えていかなければいけない。
そのためには、新たなことにチャレンジする勇気と
企業努力を続けることだ」と挨拶した。
　続いて、日本フォーム印刷工業連合会の櫻井醜会
長は、今日の講演を聴講した感想を、「PL法は突然ア

メリカから押し付けられた気持ちを持っていて、企
業と消費者の対立関係と思っていたのは間違ってい
る。そうではなくて、軋轢の関係を解消し、協調し、
対話をして新しい関係を構築して下さいというのが、
基本精神という話だった」と述べた。
　また、日米文化の比較から標準化への道について、

「同じことをやっても意味がない。個性ある生産現場
や独自性を大切にした企業経営」を求めて行きたいと
挨拶。
　来賓を代表して、経済産業省製造産業局産業機械
課の服部嘉博 課長補佐は、「2014年１月からの設備
投資減税の効果で、日本全体の設備投資金額が2014
年度末で69兆円になり、2006年度レベルに戻ってい
る」と述べ、2009年度のピーク78兆円を示して、成
長戦陥の目標は70兆円と告げ、「手の届きそうなとこ

平成27年度夏季懇親会を開催

関東フォーム印刷工業会

工業会だより

経済産業省製造産業局　産業機械課課長補佐　服部嘉博氏

日本印刷産業機械工業会　宮腰巌会長

関東フォーム工業会　林　陽一会長

日本フォーム工連　櫻井　醜会長
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　平成27年９月24日(木）夕方より、「第二回大会」を
東京ドーム・ボウリングセンターにて開催しました。
　運営推進部隊の支部活性化委員会が、募集に併せ
会員に個別に働きかけ、その結果25社90名が参加を
してくださいました（昨年は19社60名）。
　18時に全員が集合し、林陽一会長の挨拶の後に始
球式。選手80人が20レーンに分散して元気溌剌で２
ゲームトータルの試合が行われました。
　優勝者は、日本通信紙（株）の斉藤宏様でトータル
357点です（昨年は10位250点）。準優勝者は、カワ
セコンピュータサプライ（株）の岩崎克紀様でトータ
ル354点と３点差。この方は昨年も１点差で涙を飲
みました。今年は２ゲーム目９フレームにストライ
クを出し、優勝間違いなしの状況から最後の10フ
レを９本、そのスペアをミスして、残念な連続準優
勝者になってしまいました。来年こそ優勝を狙うと
言っておられます。３位はビーエフ&パッケージ（株）
の刺客永吉哲也様が317点で初参加・初入賞を果た

しました。第１回は女性が優勝でしたが、今回は上
位は男性が占め、女性のトップは12位の三郷コン
ピュータ印刷（株）の浪川雅美様でした。また、レー
ン対抗の団体戦は、キャンセル補充出場の根岸敬理
事が大奮闘、303点を叩き出し、15番レーンが４人
トータル1077点で優勝しました。
　普段は顔を合わすことも少ない社員どうしです
が、ストライクやスペアの場面で、ハイタッチを交
わしあい、親しく、そしてワイワイ楽しくやれまし
た。二回目の開催で少しずつ良くなって来ましたの
で、来年はさらに、多くの会員に参加を呼びかけて、
関東フォーム印刷工業会の日常の会員企業同志のコ
ミュニケーションが良くなるように、微力ながらお
役に立てれば幸いと願っています。

文責：支部活性化委員会　
太平洋印刷株式会社　大塚滝

第２回ボウリング大会を開催

関東フォーム印刷工業会

工業会だより

林陽一会長の挨拶

始球式

ろまで戻ってまいりました」と期待を示された。
　乾杯は一般社団法人日本印刷産業機械工業会の宮
腰巌会長が、９月11日から16日の“IGAS”の案内を伝
え、「経済産業省の生産動態統計では、今年上半期
の生産額が前年同期比で103.6%伸び、商業印刷は
114.6%と大きく伸びている」と盃を挙げた。

　中締めは関東フォーム印刷工業会の福田学副会長
が、「脱皮しないヘビは死ぬと言われる。変化、変身
して持続可能な成長、企業価値を高め価格競争に移
らない業界として伸びていこう」と三本締めで閉会と
なった。
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　中部フォーム印刷工業会（入野康会長）では、９
月17日午後５時から９月定例理事会を開催し、日本
フォーム印刷工業連合会理事会、『９月印刷の月』行
事等についての報告を入野会長からいただいた後、
市場動向の情報交換を兼ね、名古屋駅前にて理事懇
親会を開催しました。
　例年11月に開催しています会員研修会について、
今年度は11月17日（火）に開催することとしました。
当講演は東京にて日本フォーム印刷工業連合会とし
て開催されたものですが、一部内容をブラッシュアッ
プしていただき、ご講演いただく予定です。

　関西フォーム印刷工業会大阪支部（平松敬康支部
長）では８月27日に、大阪産業会館３Ｆにおいて、
17社19名が参加して、８月例会と第48回プチ勉強会
を開催した。
　今回のプチ勉強会は、「カラーデジタルI J 連帳プリ
ントシステム」と題して、株式会社メディアテクノロ
ジージャパンの実原弘明様にご講演いただきました。
　サマリーは次の通り。
　まずは、カラーインクジェットプリンターが、

平成27年度中部フォーム印刷工業会会員研修会
・日　時　11月17日（火） 午後３時～午後４時30分
・テーマ　『認知的視点から見た紙と電子メディア』
・講師：柴田博仁氏（富士ゼロックス（株）主査）
・定員：50名
・会場：愛知県産業労働センター

 「ウインクあいち」907会議室
　また、11月初旬に会員交流会として、親睦ゴルフ
コンペの開催を予定しています。

フォーム業界でどのような使われ方をしているかの
事例紹介があり、圧着はがき、OCRドロップアウト
カラー印刷、ノーカーボンの複写精度、薄紙などに
十分対応できている現状の報告があった。前後加工
装置のラインアップも充実してきており、巻き取り、
折り対応はもとより、マージナルパンチ、ファイル
パンチ、変則ミシン、横ミシン、シートカットからシー
トパイル装置まで用意されている。
　SCREENのTruePressJetシリーズも８年の歳月を経

９月定例理事会・理事懇親会を開催

大阪支部「第48回プチ勉強会」を開催

中部フォーム印刷工業会

関西フォ－ム印刷工業会

工業会だより

懇親会
レーン対抗戦
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大阪支部　ビアパーティーを開催 関西・京滋支部　合同納涼懇親会
を開催

工業会だより

　関西フォーム印刷工業会大阪支部（平松敬康支部
長）では７月15日に、大阪駅前グランフロントオオ
サカのモッタポロテ－ニュを貸切り、正会員・準会
員・特別会員合わせて62名の参加で、ピア懇親パー
ティーを行いました。

　関西フォーム印刷工業会京滋支部（太野垣裕二支部
長）では８月20日に、京都鴨川の「梅むら」で20名の
会員が参加して、鴨川の床料理で少しでも涼を取っ
て暑さを乗り切ろうと、芸舞の華やかな中で京料理
を堪能いたしました。

　九州フォーム印刷工業会(和田秀一郎会長)は、８月
18日（火）に福岡の「しゅ籐」にて、平成27年度（第二
回理事会）を開催した。
　当日は11社12名の会員が参加し、各社近況報告と
現状の取り組み等が報告された。
　また、今回九州で開催される「持回り理事会」の現
状報告と役割等を話し合った。
　最後に相互の情報交換、会員同士の親睦をはかり
閉会した。

平成27年度第２回理事会を開催

九州フォーム印刷工業会

て次々と新機種を配してきたが、最新機種の520HD
では1200dpiの高画質フルカラーを実現し、一般の
冊子やパンフレットの用途にも耐えうる品質を誇っ
ている。
　ここまで来ると、フルカラーのバリアブルプリン
トが現実味を帯び、それを実現するためのIT技術と
マーケティング能力が要求されることになる。　　
フォーム業界はI Tサービス業に変身していくことに
なるだろう。
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北米印刷事情レポート（WhatTheyThink）より

　InfoTrendsは、2015年度米国の産業用ソフトウェ
ア投資調査を実施した。商業印刷会社や社内印刷セ
ンターが対象で、彼らの事業におけるソフトウェア
の導入、サービス内容、支出額などを調査したものだ。
同調査によると、来年度には、印刷会社の約40%が
1 ～ 9%、20%が10%～ 19％の売上げ拡大を見込ん
でいるという。レポートは、Web to print、可変情報
のデータプリント、クロスメディア、カラーマネー
ジメント、アウトソーシング I T サービス、サービス
毎の利益性など、ワークフローソフトなどを中心に
触れる内容となっているが、今回の記事ではプリン
トサービスプロバイダ（PSP）からマーケティングサ
ービスプロバイダ（MSP）への転換の鈍化について焦
点をあてていきたい。

MSPへの転換について
　2015年調査の対象者にPSPからMSPへの転換につ
いて聞くと、回答者の14%がすでに転換を済ませて

おり、29%がその計画があるという。一方、社内印
刷センターは、7%が実際に転換を済ませていて、9%
がその過程にあるようだ。47%は転換が重要である
とみなしているものの、実行に移していないという。
また、印刷一本に注力する以外の事業戦略をとらな
い傾向が強い。（図1）

PSPはMSPに転換すべきか？
　InfoTrendsは2014年度に同様の調査を実施した
が、去年と今年を比較すると面白い結果が浮かび上
がってくる。去年の調査では、商業印刷会社の36%、
社内印刷センターの30%がMSPへの転換の道中にあ
ると回答したが、2015年になるとその比率はそれぞ
れ29%、9%へと低下しているのだ。これは、転換を
試みたが、成功しなかった会社がいることを示唆し
ているといえよう。

国際委員会

マーケティングサービスプロバイダ（MSP）への転換が鈍化し、

本業の印刷サービスへ回帰
InfoTrends アソシエイト · ディレクター Howie Fenton 氏

はい、転換をすませています
はい、ただ転換はまだです
いいえ、印刷に注力するのみです

はい、転換中です
いいえ、転換できないと思います

出典：米国ソフトウェア投資予想、InfoTrends　2015 年

図 1 

商業印刷会社 社内印刷センター
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完了させた印刷会社が増えたにも関わらず、諦めて
しまった会社が増えたのは何故だろうか。『オッカム
の剃刀』を例えると、正解は一番簡単な説明であった
りする。つまり、転換を簡単に実現してしまった会
社がいる一方、転換に苦戦した末、嫌気がさして本
業に回帰してしまったと説明がつく。（図2）

PSPはMSPに移行すべきか？
　調査でもっと興味深いことは、MSPへ転換しよう
としない会社の多さだ。理由は、会社にそのような
戦略がない、または、転換できるような能力を持ち
合わせていないからだ。2015年度では、商業印刷
会社の31%、社内印刷センターの37%が転換の意思
がないという。この数値は、2014年度の商業印刷
25%、社内印刷センター 32%と比較すると転換をあ
きらめた会社が増えたことを示唆している。転換を

はい、転換中です
いいえ、転換できないと思います

出典：米国ソフトウェア投資予想、InfoTrends　2014 年

図 2 

はい、転換をすませています
はい、ただ転換はまだです
いいえ、印刷に注力するのみです

商業印刷会社 社内印刷センター

図 3 

出典：米国ソフトウェア投資予想、InfoTrends　2015 年

商業印刷会社（N=77） 社内印刷センター（N=43）

デジタル印刷

大判印刷

オフセット・従来印刷

オンラインサービス

クリエーティブサービス

マーケティングサービス

パッケージ・ラベル印刷

フルフィルメント・倉庫サービス

加工・配送サービス

事業は成長していない

その他印刷外付加価値サービス

３D プリンティング・プロトタイプ

その他印刷付加価値サービス

テキスタイルプリンティング

わからない
3 回答まで重複可

注： 『オッカムの剃刀』
　　 ある事柄を説明するのに、必要以上に多くを仮定するべきでは

ない。
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MSPへ転換するときに主な課題はどのようなものか？
まとめ
　業界は、PSPからMSPへの転換について、もう5年
以上も議論をしてきた。マーケティングサービスを
提供することによって、より高い付加価値サービス
を提供することとなり、従来製品の売上げと利益の
減少の穴埋めとなる。マーケティングサービスが注
目を浴びる前までは付加価値サービスというと、企
画・デザイン、可変情報のデータプリント、大判印刷、
質感やメタリックな印刷仕上げ、メーリングサービ
ス、フルフィルメントサービスなどが主流であった。
　多くの会社がMSPへの転換を済ませた一方、本業
に回帰する印刷会社も増えている。「大きな波は全て
の船を持ち上げる」という古いことわざがあるが、景
気が向上すれば、従来製品の売上げも改善する。
　MSPへの転換に苦戦している会社は、厳しい状況
を凌ぐために本業に頼りがちであることは否めない
であろう。（図4）

PODi JAPAN
翻訳協力：Mitchell Shinozaki

印刷事業への回帰
　本業の印刷事業への回帰とはどのようなものであ
ろうか。対象者にどの事業が一番成長しているかと
聞くと、上位にデジタル印刷、大判印刷、そして従
来型のオフセット印刷などが入ってくる。大判印刷
が従来型印刷であることに異論を唱える人もあろう
が、同じ客層に売られているため、本業として分類
しても間違いないだろう。（図3）

一番成長している事業は何か？
　PSPが本業に回帰しつつある根拠として、MSPに
転換しようとする時に直面する様々な課題が背後に
あるといえよう。最大の課題は、営業及びスタッフ
部門のスキル、戦略、そして運営に纏わるものだ。
MSPへ転換しようとすると会社全体のあらゆる側面
で支障をきたす。可変情報のデータプリント、大判
印刷、メーリングサービス、フルフィルメントなど
付加価値サービスを提供するために従業員のスキル
や運営方法を変えることはできるとしても、MSPへ
の変革となるとハードルは高くなるようだ。

図 4 

商業印刷会社 社内印刷センター

出典：米国ソフトウェア投資予想、InfoTrends　2015 年

売上げに関する課題

適切な能力を持ち合わせていない

 明確なビジョン・戦略がない

技術に関する課題

開発する時間に余裕がない

資金の制約

需要が不足

どうはじめたらよいのか分からない

その他

わからない
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　読者の多くはAurelio Maruggi氏をご存知かもし
れない。同氏はHP（ヒューレット・パッカード）の
Inkjet High-Speed Production Solutions （IHPS）事業
部を設立当時から率いてきたが、最近社内の他部署
に移動した。彼は常にお客様とともに現場にいたた
め、お客様のビジネスのニーズを本当によく理解し
ていた。その後継者となるのが、Eric Wiesner氏であ
る。同氏の履歴は、Muraggi氏とかなり違うが、HP
とお客様にとって貴重な存在であることには変わり
ない。最近　同氏と面会して経歴について、そして、
将来として何を考えているのかを聞く機会があった。
　Weisner氏との会談は、HP高速インクジェットプ
リンターの顧客ベースが急速に拡大して行き、わず
か6年で全世界1,000億ページを超えたことの話から
始まった。HP社は、2008年にDrupaで事業の発足を
発表してから産業用インクジェットに最も大きな衝
撃をあたえたひとつのベンダーであるといえよう。
　「事業部を2009年１月に立ち上げてから僅か数年
間で1,000億ページのマイルストーンを達成したこと
は驚異的といえましょう」と自負するのはWiesner氏。

「2009年のスタートから翌年、すでに10億ページを
達成していました。その後、お客様が新しいアプリ
ケーションを開発して新規顧客を開拓し、アナログ
からデジタルへ移行するにつれ、ボリュームは加速
的に拡大して行ったのです。そして、1,000億ページ
を積み立てると地球から月まで到達することができ
るのはご存知でしょうか。この増え具合だと３日間
で地球を一周することができてしまいます。最初に
インストールしたインクジェット装置はいまでも稼
動しています。お客様が最新技術を維持できるよう
にと何回かアップグレードしましたので、機械は順
調です」。
　Wiesner氏は、機械技師として30年前にHP社に入
社。当時は、HP研究所でプリンテッド集積回路の研
究開発を担当した。その後、製造部門に移り数年間
ドイツで過ごし、1993年にサンディエゴに転勤とな
り、今の基礎となる印刷分野に携わるようになる。
直近では、印刷の中央研究所の責任者をしていた。

「研究所ではインク、プリントヘッド、システム開発、
Indigoの消耗品の寿命延長化など何でもやりました」
とWiesner氏。「長年勤めていましたので、印刷事業
の端から端までを知ることができました。私どもの

研究所では、インクジェット連帳機を開発し、前任
のMaruggi氏にその技術を渡しました。彼はそれを
IHPS事業として大きく成長させることに成功したの
です。その事業を彼から引き継ぎいだことを私は非
常に喜んでいます」。
　Weisner氏はHP社のサーマルインクジェット技術
にもムーアの法則のようなものが適用されるという。
18 ヶ月毎に性能が倍増しているからだ。「HPサーマ
ルインクジェットの技術革新の大部分は、ノズル濃
度、ドロップ重量、高画質ノズルアーキテクチャー

（HDNA）技術など連帳機から始まるのです」と同氏は
言う。

印刷は死んだわけではない。インターラクティブに
進化するだけだ
　この1,000億ページのマイルストーンは、印刷が死
んでいない証となろう。それでも信じようとしない
人に対してWiesner氏はこう駄目押しする。研究所に
いたときに、私に託された最後の研究テーマは、「『印
刷は死んだ』という概念とは何か、コミュニケーシ
ョンの中での印刷の関連性は、モバイル電子ディプ
レイと比較して、どのような場合に印刷が効果的か、
などでした。インターネット、ソーシャル、モバイ
ル、IoT（Internet of Things：もののインターネット
化）などは、今日のメガトレンドであることに間違
いありません。そのような中で印刷が生きていく一
つの方法として、私どもが開発してきたLink Reader
の技術があるかと思います。本年２月に開催された
“Hunkeler Innovation Days”などでご覧になった方も
いらっしゃるかと思いますが、印刷した全てのもの
をIoT化できるものとして、お客様に紹介してきまし
た。印刷がインターラクティブになって、ネット上
のリソースに繋がるのです。私は、この技術は、将
来印刷を救うと信じています。やり方によっては、
消費者は、看板や書籍のコンテンツに深みがあるこ
とを認識するようになり、積極的にスマホをかざす
ようになるかもしれません。もし、繋がらなかった
らリンクが壊れていると消費者が思うだけです。HP
社では、メガトレンドに逆らうのではなく、そのト
レンドに如何に乗るかを追求したいのです。それに
よって、印刷はさらに飛躍することとなるでしょう」。
　志は高いかもしれないが、巷のQRコードとどう違

ヒューレット・パッカード社のEric Wiesner氏とは何者か？
ジャーナリスト・マーケティングコンサルタント Cary Sherburne 氏
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とし、印刷業界の底上げに貢献したいのです。全て
の印刷物にリンクが貼れることを切に希望しており、
それを偏在的なものにしていくために努力を続けて
まいります」。

彼は社内に閉じこもっていない
　就任してから、Wiesner氏はサンディエゴのオフ
ィスにはほとんどいない。「私は30日間で、3つの大
陸に跨る7カ国のお客様20社を訪問しました。私が
行く所どこでもMaruggi氏の影響をみることができ
ます。全てのお客様は、個人的に彼と親しくしてい
て、会えなくなることを惜しんでいました。ケーキ
で送別会を行ったお客様もいたほどです。『たった一
冊の本』というコンセプトに取り組んでいるあるお客
様は、HP社の先進的技術とのパートナーシップなし
では、今日のような事業はなかっただろうとおっし
ゃってくださいました。私どもは、お客様にエコシ
ステムを提供してきたのですが、そのエコシステム
が上手く機能するように、お客様と一緒となって一
生懸命に勉強してまいりした。Maruggi氏の実績は、
私にとってより高いハードルを設けることとなりま
したが、彼と同じ志で今後とも挑んでいきたいと思
います」。

PODi JAPAN
翻訳協力：Mitchell Shinozaki

うのだろうか。QRコードは少なくとも北米では、期
待されたほど広まらなかった。確かに、利用シーン
は増えてはいるが、Wiesner氏によると、モバイルデ
バイスの９%しかQRコードを読むことに使われてい
ない。「QRコードは醜いですからね。ページのかな
りのスペースを食ってしまいます。ただ、そこに何
かがあることを示すことはできます。広がらない理
由は二つあると思います。ひとつは、エクスペリエ
ンスが良くないことでしょう。良くなければ消費者
は二度と使いません。もうひとつは、消費者がコン
テンツに辿り着くのは無料ですが、QRコードを印刷
するコストが高すぎます。広めるにはタダにするか、
タダに近いものにする必要があります。広く行きわ
たらすためには、様々な障害を取り除き、コストを
限りなく安くするとともに、消費者のエクペリエン
スが良いものとなるよう保障すれば、瞬く間に広ま
るでしょう」。
　そして会話は、QRコードやその他の問題、AR（拡
張現実）へと進んでいった。北米では、これらの技
術をスマホに基本アプリとして組み込まれていない。
アプリをダウンロードして、使う度にアプリを起動
させないといけない。これでは、不便としか言いよ
うがないとWiesner氏は言う。「HP社の規模は大きく、
モバイルについての知見も豊富です。また、アップ
ルやグーグルなどと強い関係を持っています。お客
様がやりたい事を実現させたいことは疑う余地もな
く、それを成すためには、ARをOSに基本アプリとし
て組み込んでしまうことが最も良い道筋と言えまし
ょう。ただ、この問題は、鶏が先か、卵が先かの話
と同じです。お客様が、もっと使ってくれれば、も
のごとが急速に進みますが、実際には複雑すぎてお
客様が使ってくれない状況にあります。我々は、HP
社固有のLinkReaderとして推進しようとしているわ
けではありません。LinkReaderを独立したものとし
て推進して、いろいろな方々と広くオープンにシェ
アしていきたいと思っております。相互作用のきっ
かけをつくるためには、特定の技術に依存してはい
けません。なにかを付け加えたいとか、コンテンツ
をどのように配信させたいとかいうことを、誰とで
もオープンに協議していきたいと考えております。
いろいろな人たちが築きあげることができるプラッ
トフォームを造り、だれでも安価に入手できるもの
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　今週の８月４日にR.R. Donnelley社は、会社を
カスタマイズマルチチャネルコミュニケーション

（CMCo）、フィナンシャルコミュニケーションサー
ビス（FinancialCo）、そして、出版及び小売を主体と
した印刷（PRSCo）の３つの独立した上場会社へ分社
化すると発表した。この分社化は、「印刷した製品
を集荷するビジネスモデル」から、データ分析、コ
ンテンツの最適化、マルチメディアマーケティン
グを活用した「マルチチャネルコミュニケーション
サービスモデル」へと「業態変革する為」との理由
である。本体として残すカスタマイズマルチチャネ
ルコミュニケーション（CMCo）から切り離すのは、
FinancialCoとPRSCoで、2016年末までには完了させ
るという。CMCoは、すべての債権と債務を引き継ぎ、
FinanclalCoとPRSCo事業の売却から得た資金を受け
取る。既存の株主は、自動的に３社の株式を保有す
ることになるという。各事業部の経営陣については、

明らかにしておらず、発表は後日まで待たなくては
ならない。
　R.R. Donnelley 社はおおよそ115億ドル（1兆3500
億円相当）の売上があるが、それが分社化されると
以下の通りとなる。（図1）

•  カスタマイズマルチチャネルコミュニケーション
（CMCo）―70億ドル：CMCoは製品販促・物流と、
可変印刷など主に２つの大きな事業から構成され
る。DM、BPOやアジア地域、商業印刷とデジタル
印刷などを含む事業分野は一番大きく、2012年か
ら2014年までの売上は2.6％成長した。

•  フ ィ ナ ン シ ャ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン サ ー ビ ス
（FinancialCo）―10億ドル： FinancialCoは、Donnelly
社の金融関係の印刷や2012年に買収したEdgar 
Onlineなど関連サービスを含む。FinancialCo事業の
2012から2014年の売上げの成長は1.4％であった。

米最大手R.R. Donnelley が業態変革のために3社に分社化
InfoTrend Digital Printing & Media 部門の責任者　Jim Hamilton 氏

図 1

出展: R.R. Donnelley & Sons Company 投資家へのプレゼンテーション, 2015年8月4日
参考：１億ドル＝120億円（１ドル＝120円の場合）

FinancialCo
(10 億ドル )

PRSCo
(35 億ドル )

CMCo
(70 億ドル )

デジタルソリューション
調達

ロジスティック
（物流）

カナダ

メキシコ

欧州

事務表品

書籍

カタログ、雑誌　
　　小売

BPO

ラベル DM

フォーム

アジア

中南米（除メキシコ）

グローバルターンキー

ビジネスコミュニケー
ションサービス（BM）

商業印刷とデジタル印刷
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•  出版及び小売を主体とした印刷（PRSCo）― 35 億ド
ル：PRSCO は、カタログ、雑誌、書籍、折込チラシ、
名簿・住所録、事務用品などを含む。この事業分野
は、Donnelley社の生い立ちであり中核であったと
いうことができるが、2012年から2014年の売上げ
は3.1％減少した。

 
　Donnelley社の事業構成は、同社による業界の買漁
りが始まる前の2000年時点と比べるとかなり変わっ
ている。当時の売上げ規模は52億ドルで、出版と小
売サービスがその2/3を占めていた。しかしその事
業分野は縮小して行き、現在では売上げの23％しか
満たない。一方、可変印刷は2000年の時点では全体
の4％しか満たなかったが、2014年になると38億ド
ル事業まで成長して行き、現在Donnelley社の売上
げの1/3を占める。この可変印刷は2004年のMoore 
Wallace社、2007年のCardinal社、2014年のCGX及
びEsselte NAなどの買収を通じて拡大して行った。
　この分社化の発表は、2015年度第二四半期の芳
しくない業績発表の直後にあった。同社の売上げ
は前同期と比較して5.3％の減少し、純利益も前同
期の6,470万ドルから4,350万ドルへと減少した。
Donnelley社の将来を考えると、CMCo事業は成長の
余地が見込まれるものの、重荷となる従来の印刷事
業とどのようにバランスを取って行くかが、大きな
課題として伸し掛っている。CEO兼社長のThomas J. 

Quinlan III氏は、「今後も積極的にコスト管理をして
行く」と主張するが、従業員には今後工場閉鎖や解
雇が待ち受けていると聞こえるだけだ。
　ある投資アナリストによると、Donnelly社の動き
は、最近HP、eBay、Symantecが行った分社化を模
倣したのではないかという。事業を小さくすること
により、財務力が強化され、株価のパフォーマンス
を上げて行くことが狙いのようだ。150周年を祝っ
たばかりの歴史ある会社としては、現代的な経営手
法を採ったといえよう。印刷業界を注視している者
にとっては、Donnelly社の分社化が実際の事業にど
のような影響を与え、将来にとってどのような意味
をもたらすかが興味の焦点となる。
　2000年からはじまった巨人による未曾有の買漁り
は、業界全体に大きな影響を与え、多くの人々にと
って畏敬の対象として映った。そして現時点に限っ
てみれば、どうやらその拡大路線に終止符が打たれ
たようだ。今後は企業体を小さくすることにより、
市場のニーズに的確に事業体を合わせ、業界のトレ
ンドやビジネスチャンスに沿った有機的な成長を目
指す経営が中心となって行くのかもしれない。

提供：WhatTheyThink　 
PODi JAPAN
翻訳協力：Mitchell Shinozaki

図 2

売上げ構成

52 億ドル 100 億ドル 116 億ドル

出版及び小売サービス 可変印刷 戦略的サービス 国際

出展: R.R. Donnelley & Sons Company 投資家へのプレゼンテーション, 2015年8月4日
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　この業界のほとんどの人は、郵便物と印刷が減少
し続けているのに気づいている。郵便箱を開ければ、
個人宛ての手紙が徐々にe-mailに置き換わってきて
いることがわかる。さらに深刻なのは、請求書、明
細書といったトランザクション書面の急減であろう。
トランザクションを社内で行っている印刷会社は、
請求書、明細書、インボイス、目論見書といった重
要なビジネスコミュニケーションの印刷を集中的に
行ってきた。
　数年前、U.S. Postal Service（米国郵政）の売上の
1/4以上は、請求書等の郵送と、支払い小切手の郵
送で利益を得ていた。そして、米国郵政の基幹商品
のFirst-Class Mail（普通郵便）がもっとも売上が大き
かった。しかし、そのFirst-Class Mailの取扱い量が、
2001年の1,030億通から、2014年には640億通と大
きく激減したのだ。

消費者は依然、紙を好む
　時代は変わりつつあるが、伝統的な印刷と郵送は、
社会全体の中ではまだ重要な部分を占めている。電
子帳票とオンラインでの支払いに関する初期の予測
は、少し過剰な推測であったことが確認されており、
請求書、明細書等のトランザクション印刷物や郵便
に関する暗い見通しも誇張されたものだった。 
　伝統的な郵便か、電子化かに対する顧客の嗜好の

調査について、興味深い傾向が現れている。
　白髪が目立つ世代に属すものとして、私は依然紙
が好きだと認める。支払いの物理的な催促を好み、
それらの請求書類をフォルダーに入れることで、月
額の支払いは一目瞭然となる。いくらの支払いで、
どういうオプションがあるのか一瞥でわかる。
　InfoTrendsの年間トランザクション市場調査によ
れば、紙を欲しがるのは私だけではないことがわか
る。この調査に回答した50％以上の方々が、紙の請
求書や明細書の最大の利点は、物理的な督促状とな
ることだと答えている。同時に1/3以上の回答者が自
身の記録のために紙が欲しいと答えている。
 
What do you consider to be the top benefits of 
receiving bills/statements in the mail?
請求書／明細を郵便で受け取ることのメリットはな
んでしょうか？（図1）
 　紙か電子かの嗜好は、消費者の年齢が時として良
い指標とはなるが、請求、支払いにおける嗜好の決
定に於いて、年齢だけではやや単純過ぎるであろう。
　Suzanne Cramer氏の請求書の支払方法は年齢層に
よるか？　によると、年齢以上に所得や教育水準等
の方が、請求書支払方法の選択に影響が強いという。

トランザクション印刷と郵便の不透明な未来
InfoTrends Associate Director Howie Fenton 氏

郵便で請求と明細書を受け取る利点は

支払いの督促が提供できる

記録のために印刷物を持つことが好き

容易に入手でき管理が簡単

便利である

制限がない

図 1
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査において、印刷を外部委託にするか否かの決定に影
響を与える要素を質問している。その回答の上位は、
より良い価格、セキュリティとコンプライアンス、最
新で最善の技術が利用可能、といったものがあった。 

Which of the following drivers might influence 
your decision to outsource printing to an external 
provider IN THE FUTURE
上記の要因のうち、将来　印刷を外部委託する決定
に強い影響はあるのはどれですか？（図3）
　外部委託が経営の傾向となっているが、社内工場
での生産を継続する強い理由も存在する。InfoTrends
の2014年のレポート、米国ドキュメントアウトソー
シング市場予測：2014-2019は両方の視点から議論
している。

社内工場でのトランザクション印刷に影響ある主要
な傾向としては？
　印刷量の減少：継続して続く電子配信への流出。
印刷サービスからの売上の減少。
　社外工場での生産への興味の高まり：必要スペー
スの確保と、新技術の獲得のため、企業は印刷サー
ビスを社外の印刷工場へ移行することをますます検
討している。

社外でのトランザクション印刷に影響を与える主要
な傾向は？
　顧客あたり売上高の減少：印刷会社から見た顧客
あたりの売上は、価格の下落によって減少している。

It’s About Optionsそれはオプションだ!
　InfoTrendsで経営者にインタビューしてみると、
彼らの回答は今まで見てきている業界の流れと一致
している。そして、消費者は請求書と支払方法を含
めて、あらゆる選択肢があることを望んでいること
が明らかになっている。すでに、多くの消費者はモ
バイルのアプリを利用して請求金額を支払っている。
回答者がモバイルアプリで請求/明細の閲覧サイトに
アクセスしているもっとも多い理由は、支払い口座
の残高と、請求支払についての確認である。
 
For which of the following purposes do you 
primarily use mobile apps from your providers?
上記の理由の中から、モバイルアプリを利用する主
な理由は何ですか？（図2）
　InfoTrendsの調査に基づくと、顧客を満足させる
ためには、各種の請求書と支払のオプションを提案
せねばならない。我々が話を聞いたほとんどの経営
者が語った重要な事項は、請求や支払のコスト管理
よりも、顧客満足の方が重要だと話していた。

トランザクション印刷　社内生産 対 外部委託
　もし、トランザクション印刷を社内工場で行うか、
外部委託をするかを悩んでいるのであれば、自社の優
先順位を考えていただきたい。あなたがこの判断をす
る時に懸念する点は、印刷から電子化への移行、製造
コスト、セキュリティ、マーケティング、刻々と変化
する政府規定の変更でしょうか？ 
　InfoTrends 2015年、年間トランザクション印刷調

口座残高の確認

請求の支払い

購入のため

個人情報の承認のため

販促クーポンの収得

モバイルアプリの利用は

図 2
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それにも関わらず業界によっては生産能力を増加し
ている印刷会社が存在し、価格競争による減収を、
より多くの顧客を獲得することで埋め合わせをして
いる。
　規制とコンプライアンス：企業にとっての最大の
課題のひとつが、規制とコンプライアンスを正しく
守ることにある。 コンプライアンスを守るために、
企業は外部委託への傾向を強めている。

公的規制とコンプライアンス
　公的規制とコンプライアンスの複雑な役割への考
察を抜きに、トランザクション書面、社内生産、外
部委託について語ることはできない。公的規制は行
ったり来たりしており、書面の印刷を増やしたり、
減らしたりしている。 しかもこれらの影響は、必ず
しも期待に沿ったものとは限らない。
　例えばGlass-Steagall法（商業銀行の有価証券の取
扱い、ならびに商業銀行と証券会社の提携の制限を
目的とする）は、印刷と郵送を減少させることが期待
されました。しかしながら抜け穴があり、貯蓄貸付
銀行と証券会社は独自の商品を制作することができ、
それによってマーケティング資料は増加した。最新
の脅威はSEC（証券取引委員会） Rule 30e-3の動きで
あり、それは投資会社が株主報告書と四半期報告書
を、印刷物の郵送ではなくWebサイトで行うことを
可能にしたと発表したことだ。
　未知なる規制とコンプライアンスによる興味深い
もうひとつの結果は、印刷から電子化への移行に成
功した会社の減少である。InfoTrends　年間トラン

図 3 

ザクション市場調査によれば、コンプライアンス上
の懸念と、業界規制が、電子化への移行を困難にす
る最大の要因であった。

Why aren’t you achieving your paperless adoption 
targets
電子化への移行が目的を達成できない理由は?
結論
　他の分野でも同じだが、我々 InfoTrendsは外部委
託と社内生産について２つの異なる視点から見てい
る。一方では、トランザクション書面を顧客に送付
する企業幹部と、受け取る顧客について研究を行う
チームがあること。他方ではトランザクション書面
の印刷を引き受けている会社の実作業において、常
にともにあるコンサルタントを多く抱えていること
である。これによって360度で市場を見渡すことが
できる。
　我々の経験によれば、社内印刷を行っている何社
かは、大きな企業の重要な一部と考えられている。
同時に、企業は中核事業に集中し、その母数に関わ
りのないサービスを外部委託するという経営の傾向
も存在する。企業がどこでこの連鎖に落とし込むか
は、下記のどこの分野に比重を置くかによっている。
それは、製造コスト、セキュリティ、電子化への移行、
印刷量の減少、マーケティング機会、そして、公的
規制である。

PODi  JAPAN

コンプライアンスについての懸念

業界規制による制限

顧客の変化対応が容易でない

顧客が利用するのに容易でない

E メールアドレスの収得や
メンテナンス環境の課題

電子化への移行目標が達成できない理由は
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　１部「特集」では、「マーケティング発想によるデジ
タルメディアビジネス」をテーマとしています。ジョ
ー・ウェブ博士の『未来を創る』をベースに、マーケ
ティングオートメーションを始めとするデジタルマ
ーケティングの課題に取り組んでいます。
　２部「印刷・関連産業の動向」、第３部「印刷産業の
経営課題」では、社会、技術、産業全体、周辺産業と
いう様々な観点から、ビジョンを描き込み、今後の
印刷メディア産業の方向性を探っています。印刷メ
ディア産業に関連するデータを網羅し、UD書体を使
った見やすくわかりやすい図版を多数掲載していま
す。

刊行日：2015年10月9日
発　行：公益社団法人　日本印刷技術協会
定　価：9,167円（税別）

書籍紹介

JAGAT 「印刷白書2015」を刊行
変革の時代の印刷メディア産業をナビゲートする印刷業界で唯一の白書

　マーケティングオートメーション（MA）という言
葉が流行っています。しかし、それは何のために生
まれ、どう活用され、企業戦略の何を変えるのか、
という本質はあまり語られていません。この本は、
その本質を解き明かし、日本企業がこのMAを基点
にしたデマンドセンターを構築し、「引合い依存」か
ら脱却することを願って書いたものです。我々は今、
日本のBtoBマーケティングの夜明けに立っています。
「いま、変わらなければいけない」と考える方々へ贈
るマーケティング最前線からの提言です。そして、
我々に前へ進む勇気を与えてくれる１冊です。

刊　行：2015年9月18日
著　者：庭山　一郎
出　版：翔泳社
定　価：1,980円（税別）

B to Bのためのマーケティングオートメーション
正しい選び方・使い方　日本企業のマーケティングと営業を考える
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　国内では激しい競争で疲弊し、グローバルでは新
興国企業にコスト競争をしかけられ、利益率の低下
に悩んでいる。どうすれば薄利の奪い合いから脱却
できるのか。やみくもに売上やシェアを増やさなく
ても、競争しない状態を作ることによって、利益率
は高められる。本書はその戦略を、50社以上の企業
事例をもとに、実践的に解説する。「競争しない」た
めには、業界のリーダー企業と「棲み分ける」か「共
生すること」が必要である。その具体的な方法として、
①「ニッチ戦略」、②「不協和（ジレンマ）戦略」、③
「協調戦略」の３つに整理し、各々について新たな戦
略を考えるためのマトリックスを示して説明してい
る。我々に「戦わずして勝つ」という新たな視点を示
唆する良書である。

刊　行：2015年3月18日
著　者：山田　英夫
出　版：日本経済新聞出版社
定　価：1,600円（税別）

競争しない競争戦略　消耗戦から脱する３つの選択

洋紙事業部  情報・特殊紙営業部
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